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編編集後記

今今回の飛翔編集では、初めて校外へ取材に出かけました。私は取材交渉が苦手で、お店に入る前には決まって躊躇して

いいましたが、お店の方々が快く応じてくださいました。校内・学部内だけでなく、西条の町の温かみを感じることのでき

るるいい機会をいただいたと思っています。また、今回は大学に入って初めて、まとめ役の仕事をさせてもらいました。編

集集員のみんなにたくさん手伝ってもらって、ようやくそれっぽい任務を果たせたのではないかと思います・・・みんなの

文文章に刺激を受けながら、次号もしっかり働きます！！

編集長 27 生 永原 花菜

先先輩方が引退されてから、227 だだけで作成した初めての『飛翔』。戸惑うこともわからないこともありましたが、多くの

方方々の助けを得て完成させることができました。これからは、もうすぐ入学する 228 ととより良い『飛翔』作りのために何

がができるかを模索していこうと思っています。たくさんの人々がこの『飛翔』を手にとってくれることを願って…。

副編集長 27 生 小川 真里奈

２２回目の編集作業、前回に続いて大変でした！インタビュー日時の決定から原稿確認まで長い道のりでした。でもそれ

だだけ大変だからこそ、飛翔のやりがいが感じられるのだと思います。今回も OOBOG をを担当させてもらって、非常に為にな

るる話ばかりでした！普段の大学生活だけでは広げられない人脈を作れるのが、飛翔の良さだと思います。

副編集長 27 生 堀田 悠輔

飛飛翔の編集は、色々気づくことが多く毎回精神的ダメージが重い。今年こそは創造的に楽しく生活したいです。

27 生 上田 朋子

今今回は初めて２７生だけでこの飛翔を作らせていただきました。テスト前に編集とかぶり大変な時期もありましたが、

終終わった後の達成感は言葉に言い表せないものでした。協力してくださった事務の方々、インタビュイーの方々、そして

こここまで読んで下さった読者の皆さんに感謝の意を捧げます。

27 生 小川 巧

今今回の飛翔の編集にあたって、前回よりもより深く関われたように思います。充実 しした時間を過ごさせていただくと同

時時に、今まで気づかなかった飛翔の魅力に気づくこともできました。師走、テスト期間と忙しい時期でもこころよくイン

タタビューをお受けしてくださった並木先生、渡邊さんに心より感謝します。また、同様に忙しいながらも一緒に記事を書

いいてくださった小川君、堀田君をはじめ、メンバーの皆さんにも感謝でいっぱいです。最後に、これを読んでくださる皆

様様へ、楽しんでください。       

227 生生 大大崎 壮壮巳
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編編集後記

前前期、後期と一年間通して飛翔の編集に携わり、たくさんの人や場所に出会いました。受動的な私にとって、取材とい

うう目的がなければそれらの出会いはなかったと思います。しかし一度その楽しさを知ってしまえばもっとしたいと思うの

がが人情です。これから、広大内や西条という町の中でももちろん他の土地でもたくさんの出会いを体験していきたいと思

いいます。そのきっかけを与えてくれた飛翔には感謝です。

27 生 吉川 瑠美

22 回回目の飛翔編集もやはり〆切をぎりぎりまで引き延ばしてもらうこととなってしまい、自分の甘さを実感しました。

ししかしながら以前の反省を生かして 11 回回目より多くのものを得ることができた編集作業であったと思います。研究室紹介

ででは自分の興味のある分野についてのお話をたくさん聞かせていただき、特集ではまだ知らなかった西条の魅力を発見す

るることができました。インタビューに協力してくださった皆様、飛翔編集に携わった全ての方々、本当にありがとうござ

いいました。この「飛翔」が少しでも皆様の心に何かを残せたら幸いです

27 生 溝口 奈都

ままずはじめに、編集長並びにレイアウトに携わった方々〆切という〆切を破って申し訳ありません。さいごにこの飛翔

にに携わることで自分のスキルが今が 447 だだったら、554 くくらいまでアップしたと思います。ありがとうございました。飛翔

なな日々是非読んでください。

27 生 中村 励

総総合科学部誕生よりある飛翔の歴史の一端に携われたことに感謝。この度お世話になりましたすべての関係者様に感謝。

27 生 佐藤 大志

飛飛翔の編集に携わらせていただくのは２回目でしたが、まだまだ不慣れなことが多かったです。しかし、自分の伝えた

いいことが記事にできる喜び、教授から直接お話しを伺うことができる貴重な機会、インタビューにとってできたつながり

ななど、普通に大学生活を送っていては出来ない経験を沢山させていただきました。文章で人に伝えることの楽しさに改め

てて気がついたのでこれからも続けていきたいと思います。ご協力してくださった方々、ありがとうございました。

27 生 古川 幸実

ああっという間の一年でした！大学入学時の好奇心旺盛な気持ちを忘れず、そして、飛翔を通し出会った方々の言葉を胸

にに、二年生になります。新しい出会いが楽しみです。ご協力頂いた皆様ありがとうございました。

227 生生 森森 みみずき
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編編集後記

私私は後期から飛翔の編集に携わりたいと思い、参加しました。先生や先輩方への取材依頼、文字起こしなど初めての経

験験ばかりでしたが、「他の人がやっていないことをしている」と考えると不思議とやる気が湧きました。実際にインタビ

ュューをして自分の考えが改まったり意識を変えていこうと思えました。ありがとうございました。

27 生 三好 香乃

今今回の飛翔の編集に携わって日程調整やインタビューなど様々なことを勉強させていただきました。また何かの機会に

ここの経験を活かせればと思います。

27 生 清丸 峻

今今回，OOB・・OOG 紹紹介で取り上げられた衣松君は，私の研究室の卒業生です．彼の記事を読むと，「彼が，学生時代にしっ

かかりした目的意識を持って過ごしていたんだな」ということを改めて理解するとともに，総科で過ごした日々が，現在の

仕仕事や彼の持つ価値観の形成に，少しは貢献できたような気がして，嬉しく思いました．飛翔が在校生のキャンパスライ

フフの充実に役に立てれば何よりです．         

広報・・出版委員会（飛翔担当） 和田 正信

『『飛翔』第 889 号号、楽しく読ませて頂きました。三つの領域の「研究室紹介」は研究内容が多岐にわたっていて、総合科

学学部の縮図のようです。SSkaer 先先生へのインタビューは英語でなされたのでしょうから、担当の学生さんは普段以上の努

力力をされたことでしょう。また、浮穴先生と巻頭の船瀬先生がともに「自分自身を創造する」ことの大切さを語っておら

れれるのが印象的でした。「総合科学部で輝いている人々」では、大学での学びを学外での活動に反映させている学生さん

たたちが紹介されて、刺激的でしたし、学生さんたちをとても頼もしく感じました。編集集委員会のみなさんがいつもアンテ

ナナを張り巡らしてくれたお蔭で、総科の魅力が伝わってくる内容でした。

広広報・出版委員会（飛翔担当） 的的場 いいづみ

─ 48 ─




